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樽井小学校 信達小学校 鳴滝小学校 新家小学校

寺

受法寺

林昌寺

ツツジ

浄光寺

鬼瓦 畦ノ谷地蔵 化石がでる

専徳寺 庭 ショウブ 山田家住宅

南泉寺
四国八十八か所
めぐり

鐘撞堂が大きい

種河神社

神楽

茅淳神社 シイの実 レトロなオルガン 力石

糸へんの
まち

綿花栽培

長慶寺

観音様は海会寺
にあったもの？

たばこ作り

乾燥小屋が現存 楠に野田フジ

紋羽
夕陽の
絶景スポット

道具も多数あり シイのみ

紡績
鐘の大きさは日
本屈指

当時の記憶もアリ

ハイキング
コース

笠山（白山神社

水がわく
八反川

夕方六時の鐘の
音がいい

船の音

昭和２０年代 お菊松コース

その他湧水地 熊野街道の
王子跡

厩戸王子
（府史蹟）

漁師さんの船 青少年の森周辺

坂のまち

地蔵坂 一ノ瀬王子 音がすれば晴れ 大将軍

仁右衛門坂 本陣 徳川吉宗も宿泊

レンガ

市内最大のレン
ガ工場があった

温泉があった

山之井坂 野田フジ 来場者数万人 輪環窯があった 玉ねぎの碑

海水浴場

松林があった
信達宿の
常夜灯

宿場のシンボル
レンガの煙突が
あった

浄福寺

ウミガメの産卵地 大鳥居 信達神社の鳥居

台場があった 真如寺 隠し部屋

レンガ

大正８年のレン
ガ建物が現役
明治創業のレン
ガ工場があった

山の井遺跡 日本書紀

雄信小学校 新家東小学校 東小学校 西信達小学校

男神社

天神ノ森
大池

市内最古の池
金熊寺

梅林 ハマヒルガオ

日本書紀の記載 つり橋が魅力的 川遊び

里外神社

もちまき

５間社 古墳 学校敷地の古墳 桜地蔵 王餘魚ヶ淵

粥占神事

樫井川

合戦場（夏の陣 信達神社 なぎの木 宮入が特徴的

式内社 塙団衛門の墓 堀河ダム
マーブルビーチ

夕陽の百選

極楽蜜寺
小平次の碑 ウナギがいる 風吹峠 恋人の聖地

狐の子吉の話 魚の大群 梵天山 市内最高峰

男里川の
干潟

ハクセンシオマネキ

鮎

千体地蔵

光平寺 五輪塔

一丘小学校 砂川小学校

海会寺跡

一岡神社
砂川

砂川遊園

祇園さん 砂川奇勝

泣いた仏様 関空

古代ハス

尋春橋 「砂川へ梅見

■校区を決めていない「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」　　【宿題②】ここにあるものを、どこの小学校にお願いするか、考えてみてください■

■各校区に振り分けた「カルタにして伝え

たい泉南市の魅力」

【宿題①】ここにあるもののほかに、各校

区で「カルタにして伝えたい泉南市の魅力」

がないか考えてみてください。その時に「な

ぜカルタにして伝えたいのか？」その理由

も併せて考えてみてください。

カルタにして伝えたい！
12月 3日版　泉南市の魅力



－泉南の魅力をあつめた－郷土カルタづくり　ニュースレター　

第 2回　ワークショップ

カルタにして伝えたい
理由も考える02

日時：平成26年12月3日（水）

	 10：00～12：00

場所：泉南市埋蔵文化財センター

参加人数：11名

■カルタにして伝えたい理由も考える
前回出された 107 個の「カルタで伝えたい泉南市

の魅力」。この日までの宿題として、まだまだあるは

ずなので、皆さんに考えて頂きました。その結果、

出されたアイデアは 86 個。併せて 200 個近くにも

なりました。

　次に、それらを共通する条件をさがしながらグルー

ピング。結果、71のグループにまとめました。

問合せ・ご意見は、　泉南市埋蔵文化財センターまで TEL:072-483-6789　　
メールアドレス：maibun@city.sennan.lg.jp

以下の２回の話合いで、カルタの内容を決めます。

　次回以降の予定 -----------------------------------

　12/17（水）「場所と理由をくっつける」

　1/14（水）　「小学生に引き継ぐ」

　＊午前 10 時 ~12 時・埋蔵文化財センターにて

■次回以降のごあんない■ カルタにして伝えたい理由を考えてみてください

現在あげられている「カルタにして伝えたい泉南の

魅力」は 200 個。その理由をもう一度、考えてみて

ください （できるだけ短い文章。たとえば「泉ダコ」

の場合、「世界一美味だから」など）。カルタにする

魅力に過不足がないかが、整理するためです。　

■作業の進め方
今回のワークショップは、カルタづくりの肝となる部分です。今のところ、ここで決められた「カルタにして

伝えたい泉南市の魅力」にをもとに、絵札の図柄や構図まで決め込む予定です。また、読み札の肝となる部分

も、ここで決めるので、読み札のおおよその内容もここで決まってしまいます。これからだんだんややこしく

なりますが、もう一息です。事務局もあたふたしておりますので、もっともうすればとかご意見大歓迎です。

林昌寺のツツ

ジがきれい

林昌寺の庭が

ステキ
林昌寺にはシ

イの実がある

林昌寺には石

造物が多い

林昌寺のツツジがきれい

林昌寺
林昌寺の庭がステキ

林昌寺にはシイの実がある

林昌寺には石造物が多い

↓

↓ ↓

①まずはとにかく考える

②次にまとめて

たとえばですが…

「し」シイの実と　庭とツツジの　林昌寺

「り」林昌寺　庭のツツジが　きれいだよ

④読み札づくり

③絵札づくり

左の図はあくまで目安です

が、作業の進み方を簡単に

まとめたものです。

このワークショップでは、

図中の②まで決めて、③は

作画担当の職員に、④は市

内の小学生にお願いする予

定です。

発行部数 100 万部の郷土カルタ「上毛カルタ」を目指しませんか？
「上毛かるた（じょうもうかるた）は、1947 年（昭和 22 年）に発行された郷土かるたである。群馬県の土地、人、出

来事を読んでいる（全 44 枚）。上毛とは群馬県の古称。毎年 1 月の予選大会の後、2 月に行われる上毛かるた県競技大

会に向けて、群馬県内の子供たちは、冬休みを利用するなどして練習に励む。そのため、子供時代を群馬県で過ごした

人は、かるたの読み札をほぼ暗記している。（ウィキペディア「上毛カルタ」より抜粋）」


